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5 凡　例

凡
　
例

一
、
本
書
で
引
用
し
た
「
勅
撰
和
歌
集
」
の
本
文
・
歌
番
号
は
、『
新
編
国
歌
大
観　

第
一
巻　

勅
撰
集
編
』（
角
川
書
店
、
一
九

八
三
年
）
を
用
い
た
。

一
、
本
書
で
引
用
し
た
「
歌
合
」
の
本
文
・
歌
番
号
は
、『
新
編
国
歌
大
観　

第
五
巻　

歌
合
編
、
歌
学
書
・
物
語
・
日
記
等
収

録
歌
編
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
七
年
）
を
用
い
た
。

一
、
本
書
で
引
用
し
た
「
私
家
集
」
の
本
文
・
歌
番
号
は
、『
私
家
集
大
成
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
三
年
）
を
用
い
た
。
た
だ
し

『
如
願
法
師
集
』
に
つ
い
て
は
、「
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
68　

資
経
本
私
家
集　

四
」（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）
を
対
校

し
て
い
る
。

一
、『
新
古
今
集
』
の
撰
者
名
注
記
は
、『
校
訂
新
古
今
和
歌
集
』（
橋
本
不
美
男
・
有
吉
保
他
編
、
武
蔵
野
書
院
、
一
九
六
四
年
、
底

本
鷹
司
城
南
館
本
）
を
用
い
、
注
記
は
以
下
の
通
り
略
し
て
い
る
。

源
通
具
〔
通
〕・
藤
原
有
家
〔
有
〕・
藤
原
定
家
〔
定
〕・
藤
原
家
隆
〔
隆
〕・
藤
原
雅
経
〔
雅
〕

一
、
作
品
名
に
は
『　

』
を
付
し
、
歌
合
・
歌
会
等
に
は
「　

」
を
付
し
た
。

一
、
引
用
文
の
出
版
年
は
、
西
暦
に
統
一
し
た
。

一
、
引
用
文
の
表
記
（
漢
字
・
仮
名
・
濁
点
等
）
に
つ
い
て
は
私
に
よ
り
適
宜
改
め
た
。
ま
た
、
論
述
上
の
必
要
に
応
じ
て
傍
線
・

波
線
・
傍
点
を
施
し
た
。



7 はじめに

は
じ
め
に

鎌
倉
時
代
初
頭
の
新
古
今
和
歌
集
撰
集
時
代
は
、
藤
平
春
男
の
研
究
に
よ
っ
て
次
の
四
期
に
分
け
ら
れ
る
。

建
久
期
（
建
久
元
年
～
正
治
二
年
）

元
久
期
（
正
治
二
年
～
承
元
四
年
）

建
保
期
（
建
暦
元
年
～
承
久
三
年
）

貞
永
期
（
承
久
三
年
～
仁
治
三
年
）

�

『
新
古
今
歌
風
の
形
成　

改
訂
版
』（『
藤
平
春
男
著
作
集
第
1
巻
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
七
年
）

『
新
古
今
集
』
の
撰
集
に
関
わ
っ
た
歌
人
た
ち
は
、
下
命
者
後
鳥
羽
院
を
除
き
、
藤
原
定
家
・
藤
原
家
隆
な
ど
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

前
代
の
勅
撰
和
歌
集
で
あ
る
『
千
載
集
』
初
出
歌
人
で
あ
り
、
風
巻
景
次
郎
が
「
千
載
集
歌
人
」
と
名
付
け
た
よ
う
に
（『
新
古
今

時
代
』
塙
書
房
、
一
九
五
五
年
）『
新
古
今
集
』
撰
集
時
期
に
は
、
す
で
に
一
定
の
年
齢
と
歌
歴
を
重
ね
た
ベ
テ
ラ
ン
歌
人
と
い
え
る

存
在
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
元
久
期
に
入
る
と
歌
壇
の
中
心
と
な
っ
た
後
鳥
羽
院
が
、
周
辺
の
女
房
や
北
面
の
武
士
な
ど
か
ら
歌
才
の
あ
る
者
を
抜

擢
す
る
こ
と
を
は
じ
め
る
。
そ
の
よ
う
な
主
に
後
鳥
羽
院
の
意
向
に
よ
っ
て
歌
壇
に
登
場
す
る
新
進
歌
人
が
、
女
房
で
は
宮
内
卿
、

近
習
で
は
藤
原
秀
能
・
藤
原
雅
経
ら
で
あ
っ
た
。
本
書
第
一
部
は
、
そ
の
い
わ
ば
後
進
歌
人
で
あ
っ
た
藤
原
秀
能
の
研
究
を
中
心
と

し
た
。

秀
能
は
、
藤
原
秀
郷
流
の
後
鳥
羽
院
北
面
で
元
は
源
通
親
に
仕
え
て
い
た
が
『
如
願
法
師
集
』
に
よ
れ
ば
、
正
治
二
年
か
ら
小
規



9 はじめに 8はじめに

新
古
今
集
撰
集
時
代
に
お
け
る
「
霞
」
題
歌
の
表
現
の
変
遷
を
追
い
、「
霞
の
奥
」「
霞
の
底
」
と
い
っ
た
表
現
が
現
れ
る
が
、
そ
れ

は
新
古
今
集
撰
集
期
に
は
消
失
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
第
二
部
1
～
3
）。
さ
ら
に
第
一
部
に
お
い
て
、
秀
能
の
『
新
古
今
集
』
補

入
歌
の
中
に
、
父
秀
宗
の
哀
傷
歌
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
派
生
し
て
、
こ
の
時
代
の
哀
傷
歌
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
、
身
近

な
人
物
の
死
を
悼
む
場
合
で
も
、『
源
氏
物
語
』
や
『
白
氏
文
集
』
な
ど
を
本
歌
・
本
説
に
す
る
な
ど
、
客
観
的
で
美
的
に
表
現
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
俊
成
・
定
家
な
ど
の
詠
歌
か
ら
考
察
し
、
ま
た
当
時
後
鳥
羽
院
を
は
じ
め
多
く
の
歌
人
た
ち
の
精
神
的
支
柱
で

あ
っ
た
慈
円
と
の
間
で
、
十
首
単
位
で
の
贈
答
歌
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
（
第
三
部
4
～
8
）。

最
後
に
、
や
は
り
秀
能
歌
か
ら
派
生
し
て
、
後
鳥
羽
院
の
離
宮
が
あ
り
、
新
古
今
歌
人
た
ち
に
は
な
じ
み
が
あ
っ
た
「
水
無
瀬
」

が
、
特
に
後
鳥
羽
院
の
「
元
久
詩
歌
合
」
時
の
詠
歌
の
影
響
で
、
こ
と
に
後
鳥
羽
院
の
治
世
と
強
く
結
び
つ
い
た
地
名
と
し
て
認
識

さ
れ
、
そ
れ
を
新
た
な
歌
枕
と
し
て
創
出
し
よ
う
と
し
た
試
み
が
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
同
様
に
新
た
な
歌
枕
創
出
の
試
み
と
し
て

秀
能
の
「
犬
島
」
歌
な
ど
も
そ
の
一
部
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
考
察
し
た
（
第
三
部
9
・
10
）。

以
上
、
本
書
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中
心
で
あ
る
、
藤
原
秀
能
の
和
歌
活
動
と
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
問
題
に
つ
い
て

検
討
し
た
論
文
を
ま
と
め
、
新
た
に
書
き
下
ろ
し
を
加
え
た
。

本
書
の
書
名
を
「
新
古
今
時
代
後
期
和
歌
表
現
の
研
究
」
と
あ
え
て
「
後
期
」
と
し
た
の
は
、
当
初
に
述
べ
た
よ
う
に
秀
能
が
、

定
家
ら
『
千
載
集
』
時
代
か
ら
活
動
し
て
い
る
歌
人
で
は
な
く
、
後
鳥
羽
院
が
和
歌
活
動
を
積
極
的
に
始
め
た
正
治
・
建
仁
頃
後
か

ら
活
動
を
は
じ
め
た
歌
人
で
あ
り
、
そ
の
活
動
期
間
は
藤
原
俊
成
・
定
家
ら
が
い
わ
ゆ
る
新
風
和
歌
を
形
成
し
た
元
久
期
以
後
か
ら

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り
練
れ
な
い
表
現
で
は
あ
る
が
、
新
古
今
集
撰
集
時
代
に
入
っ
て
か
ら
と
い
う
意
味
で
「
新
古
今
時
代

後
期
」
と
捉
え
よ
う
と
し
た
試
み
で
あ
る
。

模
な
歌
会
に
出
詠
し
、「
建
仁
元
年
二
月
八
日
十
首
和
歌
」
を
契
機
と
し
て
、
後
鳥
羽
院
歌
壇
に
抜
擢
さ
れ
後
鳥
羽
院
の
近
臣
と

な
っ
た
（
第
一
部
1
・
2
）。
そ
の
後
、
院
歌
壇
に
お
い
て
活
躍
す
る
が
承
久
の
乱
後
、
出
家
し
て
如
願
と
号
し
て
隠
栖
し
た
。
し
か

し
乱
後
も
後
鳥
羽
院
を
思
慕
し
、
そ
の
帰
京
を
待
ち
望
み
つ
つ
院
に
忠
実
な
旧
近
臣
と
の
交
流
が
あ
っ
た
（
第
一
部
3
・
4
）。

次
に
第
二
部
で
は
、
秀
能
を
中
心
と
し
て
新
古
今
歌
壇
全
体
の
動
向
に
つ
い
て
、
承
久
の
乱
後
の
後
鳥
羽
院
近
臣
の
小
グ
ル
ー
プ

の
活
動
を
考
察
し
た
（
第
二
部
1
）。
そ
れ
に
派
生
し
、
後
鳥
羽
院
歌
壇
の
分
岐
点
と
し
て
、
建
永
元
年
の
藤
原
良
経
の
死
、
後
鳥
羽

院
の
寵
后
尾
張
の
死
に
伴
う
歌
壇
の
雰
囲
気
の
変
化
に
つ
い
て
論
じ
た
（
第
二
部
2
）。

第
二
部
3
・
4
は
、
新
古
今
集
撰
集
時
代
に
お
い
て
、
権
門
と
し
て
権
勢
を
誇
っ
た
土
御
門
通
親
と
そ
の
一
族
に
つ
い
て
、
そ
の

和
歌
活
動
と
後
世
へ
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
第
二
部
の
最
後
に
は
、
日
本
大
学
国
文
学
会
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
の

記
録
（
第
二
部
5
）
と
、『
新
勅
撰
集
』
に
お
い
て
そ
の
二
代
前
の
勅
撰
和
歌
集
『
千
載
集
』
に
初
出
し
て
お
り
、
新
古
今
集
撰
集

時
代
に
す
で
に
勅
撰
歌
人
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
新
古
今
集
』
に
は
入
集
せ
ず
、
次
の
『
新
勅
撰
集
』
に
お
い
て
ふ

た
た
び
入
集
さ
れ
て
い
る
歌
人
に
つ
い
て
検
討
し
、
撰
者
藤
原
定
家
の
『
新
勅
撰
集
』
撰
集
時
代
に
お
け
る
『
千
載
集
』
時
代
へ
の

回
帰
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
た
（
第
二
部
6
）。

第
三
部
で
は
、
新
古
今
時
代
前
後
で
の
和
歌
表
現
に
つ
い
て
、「
霞
」「
哀
傷
歌
」「
歌
枕
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
論
じ
た
。「
霞
」
は
、

第
一
部
1
に
お
い
て
論
じ
た
「
建
仁
元
年
二
月
八
日
十
首
和
歌
会
」
に
お
け
る
歌
題
の
一
つ
「
霞
隔
山
雲
」
の
各
歌
人
の
和
歌
表
現

の
検
討
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
。「
霞
」
と
「
山
雲
」
と
い
う
和
歌
表
現
史
上
近
似
し
た
歌
題
が
こ
の
時
の
「
和
歌
試
」
と
し

て
出
さ
れ
て
お
り
、
と
も
に
視
界
を
遮
る
白
い
ベ
ー
ル
と
し
て
あ
る
い
は
、
遠
方
で
白
い
雲
や
桜
と
見
ま
が
う
も
の
と
し
て
、
当
時

認
識
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
分
け
て
表
現
す
る
か
が
こ
の
時
、
試
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
平
安
後
期
か
ら


